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幌
延
町
議
会

定

例

会

お
も
な
内
容

第６回幌延町議会定例会･･････････２
平成27年度決算審査特別委員会･３〜４
行政報告････････････････････････４
一般質問････････････････････５〜６
第５回幌延町議会臨時会・議会の動き･･･６
第９回まちづくり常任委員会・
　　編集後記････････････････････７

第6回

9月12日〜 13日

　
幌
延
町
議
会
９
月
定
例
会
が
、

９
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
で

開
催
さ
れ
た
。

　
平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
の

認
定
７
件
を
は
じ
め
、
報
告
５

件
、
同
意
２
件
、
議
案
12
件
、

決
議
案
１
件
、
意
見
案
１
件
を

慎
重
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て

原
案
通
り
に
可
決
し
、
閉
会
し

た
。

　
◎
報　
告

「
平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
公
営

企
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
」

　
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な
財

政
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
公
表
し
て
い

く
。

◎
同　
意

「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
」

　
木
澤
瑞
浩
氏
を
任
命
。

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
と
な
り
、
新
た
に
任
命
さ

れ
る
教
育
長
は
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
が
一
本
化
さ
れ
た
特

別
職
と
な
る
。
任
期
は
３
年
間
。

　
現
在
の
委
員
長
と
教
育
委
員

の
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
10
月
１
日
か
ら
は
委
員
と
し

て
や
っ
て
い
た
だ
く
。
体
制
は
、

教
育
委
員
会
議
５
名
体
制
。

「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」

　
堀　
英
夫
委
員
を
再
任
。

◎
議　
案

「
幌
延
町
功
労
者
の
表
彰
」

▽
表
彰
者

　
見
延
傳
藏
氏

　
体
育
指
導
委
員
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
等
を
永

質答

き
に
わ
た
り
お
努
め
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
と
社
会
福
祉
等
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
山　
淳
氏

　
町
立
病
院
院
長
、
診
療
所
所

長
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
お
勤

め
い
た
だ
き
、
町
民
の
健
康
と

生
命
を
守
り
、
地
域
医
療
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
病
院
・
診
療
所
経
営
と

保
健
福
祉
の
向
上
に
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
」

　
新
規
計
上
で
、
市
民
後
見
人

制
度
推
進
事
業
の
保
険
料
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
市
民
後
見
人
制
度
を
立
ち
上

げ
る
べ
く
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
た
い
と
い
う

方
が
出
て
来
る
予
定
が
あ
る
。

質答

ま
だ
実
施
機
関
が
な
く
、
町
で

一
時
的
に
そ
の
事
業
を
担
っ
て

い
く
。
そ
の
業
務
に
携
わ
る
２

名
の
保
険
料
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、

本
町
の
経
費
と
発
行
数
は
ど
の

位
な
の
か
。

　
一
般
財
源
で
１
千
３
百
９
万

円
。
発
行
数
は
１
百
80
件
。

◎
決
議
案
（
要
旨
）　

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
を
求
め
、
共
に
道
北
地
域
の

創
生
を
目
指
す
決
議
」

　
道
北
に
住
む
地
域
住
民
に
と

っ
て
、
宗
谷
本
線
は
自
ら
が
暮

ら
す
町
と
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
を

結
ぶ
大
切
な
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
に
も
増
し
て
、
道
北
地

域
に
お
け
る
主
要
公
共
交
通
機

関
の
主
役
を
担
う
使
命
を
果
た

し
て
い
た
だ
き
、
共
に
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
強
く
要
望
す
る
と
共
に
、

町
議
会
と
し
て
も
関
係
団
体
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
致
団

結
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に

行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

決
議
す
る
。

質答


